
 

 

研修会趣旨  

ツーバイフォー工法建築は、1974 年に一般工法としてオープン化されて以降、シェアを伸ばし、2024 年の

木造新設住宅着工戸数の 21%を占めています。今後、少子高齢化から木造住宅市場が縮小されることが想

定される中、在来軸組工法建築における技術者の高齢化と技術者不足からツーバイフォー工法建築が期待

されています。そのツーバイフォー工法建築で使用されている多くが外材である SPF です。国内では森林

資源の成熟化が進み、スギ・ヒノキの大径材の割合が多くなる中、その用途の一つとして注目されているの

がツーバイフォー工法材ですが、今後、国産ツーバイフォー工法材の時代が到来するのでしょうか。 

そこで、ツーバイフォー建築のプロと、ツーバイフォーランバーのプロから現状と今後の動向等をご説明い

ただき、国産ツーバイフォーの可能性を探るとともに、サプライチェーン構築に必要なツールの一つとして

林野庁が作製した「もりんく」の最新版とその活用方法等の情報を提供していただく研修会を、以下の内容

で実施します。是非とも、ご参加ください。 

研修会概要 ■主催 一般社団法人高知県木材協会 

 ■日時 令和 7 年 11 月 13 日（木）13：30～16：00 

 ■場所 ちより街テラス ちよテラホール（高知市知寄町 2-1-37  3F） 

 ■対象者 製材業者、木材流通業者、設計事務所、工務店、行政機関 等 

 ■内容 ～進化するツーバイフォー工法建築～ 

  市場・動向・事例・新工法などの情報をお届けします 

  講師 一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会 

技術部長 坂口 晴一 氏 

  ツーバイフォーランバーの現状と国産材の可能性 

  講師 日本ツーバイフォーランバーJAS 協議会 

      事務局長 藤谷 裕 氏 

もりんく最新版と活用法 

  講師 一般社団法人全国木材組合連合会 

      企画部長 井上 康之 氏 

受講申込み 別紙のとおり（WEB 聴講可能） 

問合せ先 一般社団法人高知県木材協会  電話：088-883-6721  Mail：info@k-kenmoku.com 

     令和７年度 JAS 製材供給体制構築支援事業 第２回品質管理研修会 

～進化するツーバイフォー工法建築～ 

国産ツーバイフォー時代到来の可能性 



 

 

 

第２回品質管理研修会 
（令和 7 年 11 月 13 日（木）13：30～16：30 ちより街テラス ちよテラホール） 

 

受講申込書（会場・WEB) 

会社・所属団体名 
 

所在地 〒 

受講者１ 氏 名
ふりがな

 役職 

受講者２ 氏 名
ふりがな

 役職 

受講者３ 氏 名
ふりがな

 役職 

連絡先 
担当者名 

Mail 

電話 

FAX 

備考  

 

 

 

別紙 

お申込先 （一社）高知県木材協会 あて FAX：088-884-1697 Mail：info@k-kenmoku.com 

お申込みは 11 月 7 日(金)までに   一般社団法人高知県木材協会 


